
【B部門】
2017フンドゥーで
つながる人、仕事、思い。

助成団体

就労型活動グループ フンドゥー
Fun Do



活動の様子



｜活動内容

2017年のbe orangeを活用し私達フンドゥーは快適な作業環境の整備と「土づくりから出
荷まで自分たちの手で行いたい」を実現するために耕運機を購入しました。

昨年の9月～3月までの期間で畑活動は14回実施。

季節の野菜を当事者、ご家族、友人と校長先生（畑指導者：畑の地主さん）協力し合いな
がら、熱中症などの事故もなく実施出来ています。

「新たな活動を展開したい」に関しては、若年認知症支援コーディネーターからの依頼で、
本島北部在住の認知症の当事者の方が毎朝拾い集めている貝殻を私達の作品（商品）に利
用できないか、を形にしました。

そのきれいな貝殻を当事者の方から買い取る交渉を行い、その当事者の貝殻を集める
「目的」も出来ています。貝殻を使用し「箸置き」を作成しました。be orangeを活用し作
成機材、材料、貝殻代金に充てています。その作品は認知症ケア学会北陸大会の演者への
記念品として手渡され、活動のアピールになりました。



｜活動内容

その他の活動

〇沖縄県若年性認知症支援推進事業

若年性認知症当事者活動報告

フンドゥーメンバー4名（当事者3名、友人1名）

〇ラン伴沖縄参加

〇浦添市バリアフリーオリンピック参加

活動紹介ブース、販売活動。

〇ゆいまーる活動



｜活動実施による効果
（地域への影響や認知症当事者の方の変化など）

活動が継続出来ていることにより当事者、ご家族がやりたいことを言葉にして、挑戦し始
めた。ゆいまーる活動は互いにそのやりたいことをサポートする（応援する）動きが作れ
てきていると感じる。

〇車椅子の父ちゃんが過ごした離島の海に入れてあげたい。

〇車椅子の父ちゃんと車いすでも入れるライブハウスに行きたい。

〇祭りのボランテイアを手伝ってほしい。

〇富士山に登った。（富士宮フレンドシップクラブの皆様）

〇ギターが弾きたい。

〇ラン伴に参加したい。

〇畑を手伝ってほしい。

〇土地の草刈りを手伝ってほしい。など。

地域への影響に関しては先に述べた、講演会活動で当事者自身が発信する場が与えられ、
私たちの活動を知ってもらう機会が得られたことです。今後も地道に継続の必要があると
考えています。



｜助成金の使用実績

助成額：500,000円

耕耘機費・・・・・・・・・・・・260,000円

農機具および環境整備費・・・・・146,408円

新商品開発費・・・・・・・・・・89,299円

作業所内装費用・・・・・・・・・191,530円

合計・・・・・・・・・・・・・・495,707円


